
'臨
濟
録

の
成
立
に
關
す
る
書
誌
學
的
考

察

(其

一
)津

洪

嶽

騨

鎭

州
臨
濟
慧
照
輝
師
語
録

一
巻
は
、

一
に
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
と
云
ぴ

一
般
に
は
臨
濟
録
の
略
名
に
依
り

て
構
せ
ら
れ
る
こ
と

は
.
雲
門
匡
眞
檸
師
廣
録
三
巻
を
雲
門
録
、
趙
州
從
論
檸
師
語
録
三
巻
を
趙
州
録
の
略
名
に
依
り

て
呼
ぶ
に
同
じ
い
。
古
奪
宿
語
録
第
四

並
に
四
家
語
録
所
牧
本
を
初
め
、
普
通
現
流
の
刊
本
に
住
三
聖
嗣
法
小
師
慧
然
集
と
撰
號
を
按
す
る
に
依
り

て
、
古

來
無
批
制
に
、
臨
濟

大
師

の
法
嗣
二
十
鯨
員
中
の
上
首
鎭
州
三
聖
院
の
慧
然
禅
師
が
輯
録
せ
ら
れ
た
も
の
を
、
さ
な
が
ら
に
今
日
に
至
る
ま
で
傳
え
て
居

る
も

の
と
信
ぜ
ら
れ
て
居
る
が
、
併
し
こ
れ
に
は
研
究
を
必
須
と
す
る
幾
多
の
問
題
を
含
ん
で
居
る
こ
と
は
、
陸
川
堆
雲
居

士
が
多
年
心
血
を

そ
そ
が
れ
た
高
著

「
臨
濟
及
臨
濟
録
の
研
究
」
中
に
指
摘
せ
ら
れ
た
通
り
で
あ
る
、

爾
下
こ
の
問
題
に
關
す

る
私
見

の
.一
端
を

披

歴

し

て
、
敢

へ
て
博
…雄
の
大
士
の
叱
正
を
仰
ぎ
た
い
と
思
ふ
。

■

順
序
と
し
て
現
流
本
臨
濟
録

の
由
來
す
る
と
こ
ろ
を
書
誌
學
的
に

一
瞥
し
て
置
き
た
い
。

-

本
録
の
序
は
、
普
通
の
現
流
本
の
馬
防

の
序

の
外
に
、
別
に
三
序
あ
り
、
総
じ
て
四
序
、
そ
れ
等
は
現
に
大
正
新
修
大
藏
経
第
四
+
七

巻
諸
宗
部
牧
録
の
臨
濟
録
巻
頭
に
牧
め
ら
れ
、
元
緑
十

一
年

に
刊
行
さ
れ
た
耕
雲
の
臨
濟
録
摘
要
に
も

「
此
の
録
凡
そ
前
後
四
人
之
に
序

賄
濟
録
の
成
立
、に
關
す
る
壼
日難噛
墨
・餉
…榊考
察

一



輝

學

研

究

二

す
、

一
に
は
此
の
馬
防
の
序
、
二
に
は
大
都
報
恩
樺
寺
の
林
泉
老
人
從
倫
暉
師
、
元
の
貞
元
諏
貞
の
二
年
に
之
を
序
す

、
三
に
は
監
察
御

皮
郭
天
錫
、
同
大
徳
二
年
に
之
に
序
す
、
四
に
は
五
峰
普
秀
齊
籏

師
謙

蕪

欝

灘

憶
畿
総

謙

のの
こ
之
に
序
す
」
と
揺

し

て

居
る
。

四
序

の
中
、
馬
防
の
序
は
、
「
宣
和
庚
子
中
秋
日
」
、
邸
ち
宋
徽
宗
の
宣
和
二
年
、
我
が
鳥
羽
天
皇
の
保
安
元
年
、
臨
濟
滅
後
二
百
五
十

四
年

の
作
で
、
四
序
中
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
序
中
に

「
圓
畳
老
演
今
爲
流
通
鐵
捻
將
來
故
無
差
舛
」
と
臭

へ
る
語
は
、
現
流
本
の
巻
末

に

「
住
三
隅
州
鼓
山
圓
畳
一菰
萄
宗
演
重
開
」
と
按
ぜ
る
と
合
考
す

べ
き
丈
字
で
、
宗
演
は
帥
ち
本
録
の
重
開
版
者
で
あ
り
、
雲
門
廣
録

の

葉

に
「
住
幅
州
鼓
山
圓
讐

震

欝

」
「板
奮

州
警

壽

刊
赴

譲

驚

灘

綿

噛
灘

輪

鉄

罐

畿

仙
と
見
へ
る
と
同

 人
で
、
機
縁
語
句
は
五
燈
會
元
第
十
六
、
績
傳
燈
録
第
十
八
等
に

コ
兀
豊
満
暉
師
法
嗣
幅
州
雪
峰
宗
演
圓
畳
暉
師
、
恩
州
人
也
」
等
と
見

へ
、
法
豚
は
雲
門
丈
催
、
香
林
澄
遠

智
門
光
酢

雪
養
重
顯

天
衣
義
懐
、
天
鉢
重
元
、
元
豊
清
滞
…

雪
峰
宗
演
と
次
第
し
、
鼓
山
、

雪
峰
等
に
歴
住
し
た
尊
宿
で
あ
る
。
由
來
、
編
州
を
初
め
南
支

一
帯
の
地
は
極
め
た
る
佛
教
有
縁

の
地
で
、
古
來
隔
州
版
又
は
閾
版
と
稽

せ
ら
れ
た
る
東
暉
寺
本
及
び
開
元
寺
本
の
大
藏
経
は
、
並
に
幅
州
の
地
で
開
板
せ
ら
れ
た
私
版
で
、
各
種

の
輝
籍
も
盛

ん
に
刊
行
せ
ら
れ

雲
臥

紀
談
巻
上
に
は
、
南
宋
高
宗
め
紹
興
中
に
、
現
流
本
と
大
差
の
無
い
臨
濟
録
を
も
含
む
古
奪
宿
語
録
二
十
二
巻

が
刊
行
さ
れ
た
こ
と

が
見

へ
る
。
紹
興
四
年
正
月
に
重
刊
し
た
景
徳
傳
燈
録
三
十
巻
は
、
幅
州
大
中
寺
で
知
藏
倫
正
が
募
縁
再
刊
し
た
も

の
で
、
此
年
の
三
月

に
は
大
慧
灘
師
宗
呆
が
雪
峰
山
の
菩
提
會
に
参
ぜ
ら
れ
た
。
傳
法
正
宗
記
九
巻
、
傳
法
正
宗
定
狙
圖

一
巻
、
傳
法
正
宗
論
二
巻
も
、
孝
宗

の
隆
興
二
年
十

一
月
、
輻
州
開
元
寺
大
藏
経
に
含
め
て
開
版
せ
ら
れ
た
。
臨
濟
録
が
福
州
鼓
山
の
宗
演
樺
師

に
依
り

て
開
板
せ
ら
れ
た
の

も
、
決
し
て
偶
然
で
は
無
い
で
あ
ら
う
。

艦

{示
演
暉
師

に
依
講る
臨
濟
録
は
、
普
通
の
現
流
本
臨
濟
録

に
は
、
明
か
に
重
開
と
記
さ
れ
て
、
初
開
本
と
は
考

へ
難

い
、
も
つ
と
も
馬
防

の
序
中
に
は
、
コ
鳳
畳
老
演
今
爲
流
通
L
と
記
さ
れ
て
重
開
た
る
や
否
や
を
明
記
し
居
ら
ざ
る
こ
と
エ
、

祀
録
の
刊
行

の
多
く
は
宋
代
以

後
に
属
し
て
、
唐
代
に
は
あ
ま
り
無
か
つ
た
ら
し
く
、
入
唐
八
家
録
を
初
め
、
南
宋
以
前
の
灘
籍

の
將
來
目
録
中

に
は
、
臨
濟
録
刊
本
の



將
來

せ
ら
れ
た
形
跡
は
全
く
見

へ
無
い
こ
と
か
ら
推
定
し
て
、
宗
演
灘
師
の
開
版
本
を
以
て
、
或
は
こ
れ
が
本
録

の
初
開
帥
ち
始
刊
本
に

非
る
か
と
も
考
へ
得
る
が
、
叉
、
暫
く

こ
れ
を
北
宋
代
佛
典
開
版
の
皮
實

に
見
る
に
、
臨
濟
滅
後

一
百
五
年
郎
ち
宋
太
祀
の
開
寳
四
年
、

高
品
張
從
信
に
勅
し
て
成
都
に
在
り

て
大
藏
経
板
を
離
造
せ
し
め
、
太
宗

の
太
不
興
國
八
年
成
る
、
開
元
繹
教
目
録
に
依
る
五
千
四
十
八

巻
総
し
て
経
版
十
三
萬
枚
邸
ち
こ
れ
で
、
蜀
本
大
藏
経
の
名
を
以
て
稻
せ
ら
れ
て
居
る
、
爾
來
各
種
の
課
経
は
も
と
よ
り
、
個
人
的
撰
著

の
刊
行
も
次
第

に
隆
ん
に
、
例
せ
ば
仁
宗

の
嘉
鮪
元
年

三
月
に
は
、
明
教
大
師
契
嵩
が
六
祀
法
寳
壇
経
三
巻
を
刊
行
し
、
英
宗
の
治
不
元

年
四
月
に
は
、
自
著
傅
法
正
宗
記
九
巻
外
二
部
が
刊
刻
さ
れ
て
居
る
、
實
に
大
師
示
寂

に
先
ん
づ
こ
と
九
年
前
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
を

支
那
暉
宗
皮
特
に
臨
濟
門
下
の
皮
實
で
考
へ
る
と
、
そ
の
正
豚
と
せ
ら
れ
る
興
化
存
漿
、
南
院
慧
頗
、
風
穴
延
沼
、
首
山
省
念
、
沿
陽
善

昭
、
慈
明
楚
圓
と
経
て
、
慈
明
の
下
、
楊
岐
方
會
と
黄
龍
慧
南
の
二
徳
を
初
め
幾
多
の
亘
袖
名
匠
を
輩
出
す

る
に
至
つ
た
期
間
で
、臨
濟
、

雲
門
、
濡
仰
、
曹
洞
、
法
眼
の
五
家
の
中
、
濾
仰
、
法
眼
の
爾
宗
は
、
日
既
に
西
山
に
傾
き
、
雲
門
は
そ
の
再
來
と
い
は
る
瓦
明
畳
大
師

雪
貸
重
顯
の
出
世
せ
る
あ
る
も
、
見
孫
こ
れ
に
件
は
ず
、
曹
洞
又
宗
勢
次
第
に
微
に
、
臨
濟
猫
り
旭
日
東
天
の
氣
蓮
を
以
て
家
風
大
に
揚

ら
ん
と
す

る
の
時
で
、
そ
れ
は
太
狙
の
開
寳
六
年
八
月
汝
州
風
穴
山
の
延
沼
が

「
不
幸
臨
濟
之
道
、
至
レ吾
將
レ
墜
二干

地
一突
。

観
一
此

一

衆
一、

錐
二敷
者
多

見
性
者
少
。
吾
錐
二望
シ子
之
久
一、
猫
恐
レ耽
二
著
此
経
一、
不
レ能
二放
捨
こ

と
、
高
く
租
印
を
提
け

て
祀
輻
委
囑
し
た

首
山
省
念
の
嗣
西
河
の
師
子
沿
州
大
中
寺
太
子
灘
院
の
長
老
善
昭
に
依
り
て
高
く
揚
げ
ら
れ
た
大
旅
の
は
た
め
き
と
で
も
見
ら
れ
る
で
あ

ら
う
。

こ
れ
等
の
諸
尊
宿
の
機
縁
語
句
を
傳

へ
る
諸
語
録
と
普
通
現
流
本

の
臨
濟
録
と
の
比
較
封
校
は
、
別
に
詳
説
す
る
こ
と

エ
し
て
、
暫
く

扮
陽
無
徳
輝
師
語
録
三
巻
の
内
容
と
現
流
本
臨
濟
録
の
内
容
と
を
封
比
す
る
と
、
溌
陽
録
中
、
臨
濟
の
機
縁
又
は
語
句

は
、
三
玄
三
要
四

照
用

四
賓
圭
、
臨
濟
栽
松
、
普
化
明
暗
頭
打
、
普
化
喫
生
茱
、
普
化
見
馬
歩
使
、
臨
濟
爾
堂
首
座
相
見
の
諸
則
が
見

へ
、
中

に
於
て
三
玄

三
要

の

一
則
は
、
語
録
中
随
虚
に
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
こ
れ
を
時
代
を
同
じ
く
せ
し
雲
門
下
の
雪
螢
重
顯
の
語
録
、
帥
ち
明
畳
輝
師
語

録
に
槍
す
る
と
、
巻
第
二
暴
古
の
部
に
無
位
眞
入
の
話
、
臨
濟
侍
立
徳
山
の
則
、
巻
第
三
の
學
古
の
部
に
、
臨
濟
示
衆
如
蕎
枝
子
彿
相
似

臨
濟
録
の
成
立
に
關
す
る
書
誌
學
的
考
察

三



灘

學

研

究

四

の
話
、
臨
濟
與
普
化
去
施
圭
家
齋
の
則
が
見

へ
、
別
に
洛
浦
久
爲
臨
濟
侍
者
の
因
縁
が
見

へ
て
、
溌
陽
録
が
、
普
通
の
現
流
本
臨
濟
録
の

そ
れ

に
相
當
す
る
因
縁
の
取
意
的
援
用
な
る
に
封
し
て
、
明
畳
録
は
所
引
の
則
の
全
丈
を
暴
げ
、
碧
巖
録
に
牧
む
る
頚
古
百
則
の
中
、
第

二
十
則
の
龍
牙
蒲
團
騨
板
の
話
、
第
三
十
二
則
の
定
上
座
停
立
の
話
も
こ
れ
に
同
じ
い
。

明
畳
示
寂
の
後
約
二
十
年
、
神
宗
の
煕
寧
二
年
三
月
、
我
が
後
冷
泉
天
皇
の
延
久
元
年
に
示
寂
し
た

黄
龍
慧
南
輝
師
語
録
を

槍

す

る

に
、
臨
濟

一
劃
、
臨
濟
囑
三
聖
の
二
話
あ
り
、
楊
岐
方
會
暉
師
語
録
に
、
四
料
簡
、
四
賓
圭
の
二
則
を
貝
る
。
楊
岐
下

に
五
祀
法
演
禅
師

あ
り
、
語
録
巻
上
に
四
賓
圭
、
四
料
簡
、
四
照
用
の
三
話
、
巻
下
に
普
化
明
暗
頭
の
偶
を
墾
す

る
も
、
臨
濟

一
割
、
普
化
明
暗
頭
の
偶
の

外
は
、
殆
ん
ど
取
意
的
援
用
に
し
て
全
文
を
見
ず
。

南

宋
高
宗
の
紹
興
五
年
八
月
、
我
が
崇
徳
天
皇

の
保
延
元
年

に
示
寂
し
た
圓
悟
佛
果
輝
師
語
録
を
槍
す
る
と
、
巻
第

二
、
第
六
、
第
九

に
見
ゆ
る
上
堂
法
語
に
無
位
眞
人
の
話
を
、
第
五
、
第
十
、
第
十
五
、
第
十
七
の
上
堂
、
法
語
、
拮
古
等

に
四
賓
圭
、
四
照
用
の
則
を
、

第
二
、
第
七
、
第
十
五
、
第
二
十
の
上
堂
、
法
語
、
拮
古
等

に
三
玄
三
要
の
則
を
、
第
七
に
牧
む
る
上
堂
に
賓
圭
歴
然
の
則
を
、
第
十
五

の
法
語
、
第
二
十
の
拮
古
に
臨
濟
遷
化
の
因
縁
を
、
第
十
五
の
法
語
、
第
二
十
の
偶
頭
の
部
に
四
料
簡

の
則
を
暴
揚
す

る
も
、
何
れ
も
取

意
的
援
用
に
し
て
全
文
に
非
す
、
た

罫
第
十
三
普
読
示
衆
に
四
喝

(
第
十
五
の
法
語
、
第
二
十
の
偶
頚
に
も
四
嘱
の
則

を
用
ゆ
)
第
十
七

拮
古

の
部
に
、
普
化
臨
濟
施
圭
家
齋
の
話
、
爾
堂
首
座
齊
下
嘱
の
話
及
び
龍
牙
蒲
團
樺
版
の
則
を
全
文
さ
な
が
ら
に
援

用
せ
ら
れ
て
居
る

そ
の
何
れ
も
普
通
の
現
流
本
臨
濟
録
と
は
、
字
句
を
異
に
す
る
も
の
多
き
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ
る
。

圓
悟
輝
師
と
同
代
を
同
じ
く
し
て
、
や

工
後
れ
て
紹
興
二
十
七
年
十
月
、
我
が
後
白
河
天
皇
の
保
元
二
年
に
示
寂
し
た
、
明
州
天
童
山

の
宏
智
正
畳
の
廣
録
を
槍
す
る
と
、
廣
録
第
二
の
頚
古

の
部
第
十
三
則
に
臨
濟
遜
化

(
從
容
録
第

一
・
臨
濟
謄
膿
)
第

三
十
八
則
に
臨
濟

眞
人

(
從
第
三

.
臨
濟
人
境
)
第
八
十
則
に
龍
牙
蒲
團
繹
版

(
從
第
五

・
龍
牙
過
板
)
第
八
十
六
則
に
佛
法
的
汝
大
意

(
從
第
六

・
臨
濟

大
悟

)
第
九
十
五
則
に
臨
濟
糧
食

(
從
第
六

・
臨
濟

一
劃
)
の
五
則
を
、
第
三
拮
古
の
部
に
、
第
二
十
則
の
臨
濟
爾
堂
首
座
齊
下
喝
、
第

三
十
四
則
に
臨
濟
吹
毛
創
の
話
(從
第
六

・
臨
濟

一
劃
の
話
の
評
唱
下
に
援
引
)
の
二
則
を
、
第
四
上
堂
の
部
に
、
定
上
座
停
立
の
話
を
、



第
五
小
参

の
部
に
、
三
玄
三
要
と
賓
圭
歴
然
の
話
を
、
第
八
偶
頚
の
部
に
四
賓
圭
と
四
料
簡
の
二
則
を
題
材
と
し
て
依
用
さ
れ
て
居
り
、

別
に
無
位
眞
入
、
心
法
無
形
の
二
則
を
、
第

一
の
小
参

の
部
に
援
引
さ
れ
て
居
る
。
そ
の
何
れ
も
普
通
現
流
の
臨
濟
録
と
著
し
く
そ
の
字

句
を
異
に
す
る
と
と
も
に
、

明
畳
録
と
圓
悟
録
と
の
爾
録
所
見
の
機
縁
語
句
の
中
、

例
せ
ば
臨
濟
輿
普
化
去
施
圭
家

齋
の
因
縁

の
如
き

は
、
全
く
字
句
を
同
じ
く
し
て
同

一
底
本
に
依
り
し
こ
と
を
示
し
て
居
り
、
明
畳
録
と
宏
智
録
に
共
通
す
る
無
位
眞
人

の
話
も
又
こ
れ
に

同
じ
く
、
帥
ち
こ
れ
に
依
り
て
雪
貨
、
圓
悟
及
び
宏
智
所
覧
の
臨
濟
録
は
、
勘
く
と
も
同

一
系
統
に
属
す
る
臨
濟
録
な
り
し
こ
と
を
推
定

し
得
ら
れ
る
や
う
に
思
は
れ
る
が
、
碧
巖
集
第
四
の
第
三
十
二
則
の
定
上
座
佛
法
大
意
の
話
の
評
唱
に
依
用
す
る
無
位
眞
人
の
話
は
、
殆

ん
ど

普
通
の
現
流
本
と
字
句
を
同
じ
く
す
る
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ
る
。

・

.

・こ
瓦
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
無
位
眞
人
め
話
に
就
て
葉
あ
る
。
從
容
録
第
三
十
八
則
臨
濟
眞
入
の
話
の
下
林
泉
老
人
從
倫

の
評
唱
に

「
師
暴
し
と
し
て

「
臨
濟
廣
語
道
、
五
萢
身
田
内
、
有
二無
位
眞
人
一、
堂
堂
顯
露
、
無
綜
髪
許
間
隔

何
不
識
取
」
と

見
へ
る
。
祀
堂
集

第
十
九
臨
濟
和
術
の
章
に
、
「師
有
時
謂
衆
云
」
と
し
て
、
「山
僑
分
明
向
俸
道
、
五
陰
身
田
内
、
有
二無
位
眞
人
一、

堂
堂
露
現
、
無
毫
髪

許
聞
隔
、
何
不
識
取
、
時
有
レ僧
問
、
如
何
是
無
位
眞
人
、
師
便
打
レ
之
云
、
無
位
人
是
什
摩
不
漂
之
物
」
と
見

へ
る
前
牟
と
殆
ん
ど
同

一

で
、
唯
五
蒲
を
五
陰
、
縣
髪
を
毫
髪
に
作
る
の
み
の
相
違
で
あ
る
。
叢

に

「
臨
濟
廣
語
」
の
語
は
、
印
ち

「
臨
濟
灘
師
の
廣
録
」
の
意
で

雲
門
匡
眞
暉
師
廣
録
と
い
ふ
と
同
じ
例
で
あ
る
が
、
林
泉
老
人
の
當
時
、
即
ち
元
代
の
初
世
頃
ま
で
廣
録
が
果
し
て
世
に
存
し
て
居
た
か

否
か
は
・
極
め
て
問
題
で
あ
り
、
寧
ろ
存
し
で
居
な
か
つ
た
と
見
る
を
皮
實
と
す

べ
き
で
あ
る
が
、
老
人
は
何
等
か
に
依
つ
て
、
臨
濟
暉

師
に
廣
録
の
存
し
て
居
た
こ
と
知
つ
て
居
つ
た
と
解
す

べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
兎
に
角
と
し
て
、
廣
録
の
存
し
て
居
た
と
と
は
、
考
察

を
進
め
る
に
從
つ
て
次
第
に
讃
明
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
祀
堂
集
が
從
容
録

に
廣
録

に
謂
く
と
し
て
傳

へ
る
無
位
貢
人

の
話
を
、
そ
の
原
形

の
ま

瓦
で
傳

へ
る
こ
と
は
、
恐
く
は
組
堂
集
が
編
纂
さ
れ
た
南
唐
環
保
大
十
年
、
即
ち
後
周
太
祀
の
廣
順
二
年
、
臨
濟
滅
後
八
十
飴
年

の

頃
に
は
、
廣
録
が
未
だ
人
闇
に
存
せ
し
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
臨
濟
章
の
結
尾
に
、
「
自
飴
鷹
機
封
苓
廣
彰
別
録
突
」
と
い

ふ

別

録
は
、
蓋
し
こ
の
廣
録
を
意
味
す
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
、
頗
る
注
意
す

べ
き
文
字
な
る
と
と
も
に
、
租
堂
集
臨
濟
傅

の
債
値
を
し
て
千
釣

臨
濟
皿録
の
・威
立
に
關
脚す
る
出青
誌
學
的
考
,察

。

五



輝

學

研

究

惣

六

の
重
味
あ
ら
し
め
る
も
の
と
い
ふ
べ
く
、
臨
濟
研
究
の
爲
に
は
最
も
奪
重
す

べ
き
史
料
と
し
て
便
値
づ
け
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

一

韓

じ
て
こ
れ
を
各
種
の
傳
燈
録
、
僧
傳
そ
の
他
の
所
傳
に
就
て
考

へ
て
見
る
と
、
ご
の
場
合
に
於
て
問
題
と
な
る
も

の
は
前
項
に
も
指

摘
し
た
静
、
笏

の
二
上
座
に
依
り
て
共
編
せ
ら
れ
、
泉
州
招
慶
寺
圭
浮
修
輝
師
丈
償
帥
ち
法
を
雪
峰
義
存
大
師
の
紳

足
障
州
保
幅
院

の
從

展
騨
師
に
得
た
泉
州
招
慶
院
の
省
燈
澤
修
大
師
が
序
を
撰
し
た
祀
堂
集
と
、
東
呉
の
道
原
の
作
に
係
る
景
徳
傳
燈
録

及
び
李
遵
島
の
天
聖

廣
燈
録
並
に
賛
寧
の
宋
高
信
傳
及
び
明
敏
大
師
契
嵩
の
傳
法
正
宗
記
の
記
載
で
あ
る
が
、
後

の
二
書
は
其
の
性
質
上

こ
れ
を
除
い
て
可
な

り
と
考

へ
ら
れ
る
か
ら
、
帥
ち
前
三
書
に
就
て
槍
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
こ
の
三
者
は
、
そ
の
何
れ
も
臨
濟
の
機
縁

語
句
を
傳
ふ
る
も
の

多
く

、
特
に
天
聖
廣
燈
録
第
十
。
第
十

一
の
爾
巻
に
は
、
そ
の
順
序
次
第
の
上
に
多
少
の
差
違
は
存
す
る
が
、
そ
の
内
容
は
殆
ん
ど
萬
暦

板
臨
濟
録
と
同

一
で
あ
つ
て
、
然
も
そ
の
順
次
は
普
通
の
現
流
本
臨
濟
録
と
甚
し
く
異
に
す
る
も
の
を
存
し

つ
玉
も

、
そ
の
内
容
に
於
て

は
、
大
罷
に
於
て
殆
ん
ど
大
差
無
き
の
故
を
以
て
、
そ
れ
が
比
較
封
校
は
、
暫
く
後
に
ゆ
つ
る
こ
と

エ
し
、
今
は
唯

時
代
の
上
よ
り

の
考

察
の
み
に
止
め
て
置
き
た
い
。
祀
堂
集
と
傳
燈
録
と
は
、
こ
れ
を
天
聖
廣
燈
録
に
比
較
す
る
と
、
傳
燈
録
と
し
て
の
本
來
の
性
質
上
機
縁

語
句

の
重
要
な
る
も
の
エ
み
を
奉
げ
て
、
飴
は
総
て
省
略
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
機
縁
語
句
は
、
相
當

に
多
く
牧
載
さ
れ
て

居
る
。

墾

集
は
前
項
に
も
指
摘
し
奪

乏

一
部
燵

を
通
し
て
「
今
覆

大
+
年
壬
子
歳
」
璽

獣
難

瓢
.ぎ

黒

援

り
て
、
南
唐

環
保
大
十
年
即
ち
後
周
太
耐
の
廣
順
二
年
、
我
が
村
上
天
皇
の
天
暦
六
年
、
臨
濟
滅
後
八
十
六
年
後

に
成
立
せ
る
も

の
と
推
せ
ら
れ
る
。

景
徳
傳
燈
録
第
十
二
、
佛
祀
統
記
第
四
十
二
、
佛
狙
歴
代
通
載
第
二
十
四
等
の
所
傳
と
同
じ
く
、
唐
撚
宗

の
成
通
七
年
丙
戌
歳
四
月
十
日

入
滅
説
を
採
り
、
無
位
眞
人
の
話
以
下
多
く
の
機
縁
語
句
を
あ
げ
、
結
尾
に

「
自
飴
鷹
機
封
苓
廣
彰
二別
録

一夷
」
と

い
ふ
。
別
録
は
恐
く

は
臨
濟
の
廣
録
を
意
味
す
る
な
る
べ
く
、
祀
堂
集

一
部
二
+
巻
を
通
し
て
、
二
百
五
+
三
師
の
師
承
並
に
紀
傳
語
句
を
傳
ふ
る
中
、
随
虚



に

「
未

レ
観

二
行

録

一不

レ
決

二
化
縁

始

絡

乙
。

又

は

「
未

レ
観

二
行
録

一不

レ
決

・始

絡

一」
。

「
未

レ
観

二
行

献

一
不

レ
決

二
始

絡

之

要

一
」

と

、

そ

の

未

　

だ
語
録
、
行
實
等
の
信
頼
す

る
に
足
る
出
典
を
披
閲
せ
ざ
る
も

の
は
、
卒
直
に
こ
れ
を
明
記
せ
る
の
事
實

に
徴
し
て
、
臨
濟
章

の
機
縁
語

句
が
信
頼
に
債
す

べ
き
確
實
な
る
資
料
に
基
い
て
執
筆
立
傳
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
こ
と
は
疑
ひ
な
き
こ
と
で
あ
ら
う
。
仔
細

に
鐵
槍
す

る
に
、
組
堂
集
の
所
傳
は
、
無
位
眞
人
の
話
を
初
め
、
そ
の
他
の
機
縁
因
縁
六
節
は
、
現
流
本
臨
濟
録
所
傳
と
、
甚
だ
し
く
丈
字
語
句
を

異
に
す

る
の
み
に
非
・ず
、
文
譜
古
拙
、
特
に
行
録

の
部
に
相
當
す
る
部
分
に
於
て
そ
の
然
る
を
見
る
。
詳
細
は
後

に
至
り
て
比
較
封
校
し

て
表

示
す
る
で
あ
ら
う
。
普
化
和
尚
の
紀
傳
及
び
行
實
は
、
組
堂
集
第
十
七
に

「
未
レ
観
二
行
録

一不
レ
決

縁
始
終
一」
と
し
て
、
機
縁
凡
そ

七
節

が
牧
載
さ
れ
て
居
る
が
、
又
、
現
流
本
臨
濟
録

の
所
侮
匙
異
に
す
る
も
の
多
く
、
殊

に
そ
の
遷
化
を
傳
ふ
る
條

に
於
て
甚
し
い
。
狙

堂
集

の
成
立
し
た
曝
保
大
十
年
は
、
宣
和
二
年
に
先
立
つ
百
六
十
絵
年
前
で
あ
る
。

道

原
の
景
徳
傳
燈
録
は
、
租
堂
集
成
り
て
後
五
十
二
年
、
宋
眞
宗
の
景
徳
元
年
、
我
が

一
條
天
皇
の
寛
弘
元
年
の
成
立
で
、
編
纂
功
成

ち
や
、
帥
ち
上
表
進
獄
し
、
帝
は
楊
億
、
李
維
、
王
曙
等
に
勅
し
て
、
こ
れ
を
刊
正
し
て
入
藏
頒
行
せ
し
め
ら
れ
て
居
る
。
臨
濟
の
行
實

紀
傳

並
に
機
縁
語
句
は
巻
第
十
二
に
見

へ
る
が
、
凡
そ
十
四
節
よ
り
成
り
、
更
に
巻
第
二
十
八
に
は
、

諸
方
廣
語
の

一
節
と
し
て
、

「
鎭

州
臨
濟
義
玄
和
術
語
」
と
し
て
、
普
通
の
現
流
本
臨
濟
録
所
載
の
四
料
簡

に
つ
ぐ

「
今
時
學
佛
法
者
」
云
々
の
法
語

一
篇
が
載
せ
ら
れ
て

居
る
。
全
文
は
後
者
よ
り
短
か
く
、
字
句
に
於
て
多
少
の
出
入
が
あ
る
が
趣
旨
は
大
罷

に
於
て
同
じ
く
珈
か
古
拙
の
感
を
畳

へ
る
に
過
ぎ

な
い
。
暫
く
雲
貨
の
示
寂
さ
れ
た
仁
宗

の
皇
紡
四
年
と
、
時
代
の
前
後
を
制
す
る
と
、
傳
燈
録

の
成
立
は
約
四
十
九
年
を
遡
り
、
先
き
に

塞
げ

た
天
聖
廣
燈
録
と
の
時
代
的
關
係
は
、
廣
燈
録
は
仁
宗

の
天
聖
七
年
、
我
が
後

一
條
天
皇
の
長
元
二
年
に
上
表
進
獄
せ
ら
れ
た
暉
宗

廣
燈
録

に
、
天
聖
廣
燈
録

の
名
を
賜
つ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
約
三
十
年
の
先
出
で
あ
る
。
傳
燈
録
と
廣
燈
録
と
を

比
較
す
る
に
、
後
者

が
普

通
の
現
流
本
臨
濟
録
と
著
し
く
似
同
し
て
機
縁
語
句
の
順
位
次
第
の
上
に
差
異
を
存
す
る
の
み
な
る
に
封
し
て
、
傳
燈
録
の
所
傳
は

更

に
そ
の
差
異
の
大
な
る
も
の
あ
り
、
從
つ
て
天
聖
廣
燈
録
と
普
通
の
現
流
本
臨
濟
録
と
は
、
親
子
の
關
係
か
、
叉
は
姉
妹
關
係
に
在
る

も

の
と
考

へ
得
る
。

臨
濟
録
の
成
立
に
關
す
る
書
誌
學
的
考
察

つ
、

。

七



揮

學

研

究

八

一

こ
曳
に
更
に
考
ふ
べ
き
は
、
宋
代
に
顯
藏
圭
の
輯
録
し
た
古
尊
宿
語
録
巻
第
四
に
編
入
せ
ら
れ
て
居
る
臨
濟
録
と
元
代
に
道
泰
の
編
纂

し
た
輝
林
類
聚
に
牧
録
さ
れ
て
居
る
臨
濟
關
係
の
古
則
約
二
十
則
に
就
て
父
あ
る
。

古
尊
宿
語
録
は
、
南
宋
高
宗

の
紹
興
元
年
、
我
が
崇
徳
天
皇
の
天
承
元
年

に
初
刊
を
見
、
十
四
年
に
再
刊
を
見
、
度
宗
の
成
淳
三
年
五

月
、
阿
育
王
山
廣
利
暉
寺
の
物
初
大
観
の
序
を
附
し
て
重
刻
さ
れ
て
居
る
。
雪
堂
刊
本
に
先
立
つ
こ
と
約

一
百
七
十
年
前
で
あ
る
。
普
通

現
流
の
臨
濟
録
と
は
、
勘
辮
の
下
に
於
て
稚
や
そ
の
則
を
勘
な
く
す
る
が
、
こ
れ
を
紹
興
五
年

に
示
寂
し
た
圓
悟
輝
師
の
語
録
と
比
較
す

る
と
、
そ
の
相
違
は
遙
か
に
多
い
。

こ
の
黙
に
於
て
、
圓
悟
灘
師
の
當
時
に
於
て
、
甑
に
別
系
統
の
臨
濟
録
が
行
は
れ
て
居
た

こ
と
が
推

想
せ
ら
れ
る
o

.

肉

元
の
道
泰
の
輯
録
し
た
樺
林
類
聚
二
十
巻
を
検
す

る
と
、
巻
第
四
の
問
法
の
部
に
定
上
座
停
立
の
話

一
則
。
第
六

の
示
衆
の
部
に
三
玄

三
要
を
初
め
外
五
則
、
第
十
の
人
境
の
部
は
、
無
位
眞
人
と
四
料
簡

の
こ
則
、
肢
体
の
部
に
、
臨
濟
趙
州
洗
脚
の
話

↓
則
。
第
十
二
の
癒

化

の
部

に
、
徳
山
普
化
木
塔

の
因
縁

一
則
、
第
十
三
の
遽
化
の
部
に
、
臨
濟
正
法
眼
藏
の
話

一
則
。
第
十
六
の
法
器

の
部
に
、
普
化
明
暗

の
話

一
則
。
槌
彿
の
部
に
黄
葉
先
師
暉
板
梯
子
の
話
』
則
。
第

十
七
の
刀
創
の
部
に
、臨
濟
吹
毛
劒
の
話

一
則
。
第

十
八
の
糧
食

の
部

に
、

臨
濟
難
黄
米
の
話

一
則
。
疏
茱
の
部
に
普
化
生
茱
の
話

一
則
。
第
十
九
の
草
木
の
部
に
、
臨
濟
鋤
茶
園
の
話

一
則
。
以
上
総
じ
て
臨
濟
並

に
普
化
に
關
す
る
機
縁
二
十
則
を
見
る
と
、
そ
の
何
れ
も
普
通
現
流
の
臨
濟
録
は
も
と
よ
り
、
天
聖
廣
燈
録
、
並

に
古
奪
宿
語
録
所
牧
本

の

と
も
、
系
統
を
異
に
し
た
別
の
臨
濟
録
を
依
用
し
た
も
の
と
偲
は
れ
る
。
而
し
て
こ
の
系
統
の
臨
濟
録
が
、
南
宋
度
宗

の
威
淳
五
年
十
月

我

が
魑
山
天
皇

の
文
永
六
年

に
示
寂
し
た
虚
堂
智
愚
灘
師
の
語
録
に
も
、
依
用
さ
れ
て
居
る
事
實
か
ら
推
定
し
て
、
南
宋
度
宗

の
當
時
流

行
さ
れ
て
居
た
と
考

へ
得
る
と
と
も
に
、
元
代
の
成
立
と
云
は
れ
る
輝
林
類
聚
の
成
立
を
考
定
す
る
上
に
も
、
注
意
せ
ら
る

べ
き
こ
と
で

あ
ら
う
。

O



一

臨

濟
録
に
四
序
を
存
す
る
中
、
宣
和
二
年

に
成
る
馬
防

の
序
を
除
く
他
の
三
序
は
、
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録

と
し
て
刊
行
せ
ら
れ

た
雪
堂
暉
師
の
刊
本
に
加

へ
ら
れ
た
序
で
あ
つ
て
、
中

に
就
き
、
五
峰
普
秀
の
序
は
、
製
作
年
時
を
明
記
せ
ざ
る
を
以
て
、
年
次
を
決
定

す
る
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
林
泉
老
人
從
倫
の
序
は
元
成
宗

の
元
貞
二
年
、
郭
天
錫
の
序
は
、
中
間

一
年
を
隔
て
工
大
徳
二
年
九
月
の
作

に
係
り
、
宗
演
重
開
本
の
出
來
た
宣
和
二
年
に
後
る
弐
こ
と
約

一
百
八
十
年
後
の
所
出
で
あ
る
。
文
意
に
徴
す
る
に
、
五
峰
並日
秀
は
、
雪

堂
三
世
の
法
孫
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
は
、
當
時
雪
堂
刊
本
を
再
刊
、
又
は
底
本
と
し
て
新
版
が
出
來
、
そ
れ
に
製
序
し
た
も

の
で
あ
ら

う
o林

泉
老
人
從
倫
は
・
萬
松
老
人
評
唱
天
蛋
畳
和
街
頚
古
從
容
巷
録
邸
ち
從
容
録

の
著
者
、
順
天
府
報
恩
寺
の
萬
松
行
秀
の
法
棚
で
、
洞

山
良
扮
暉
師
十
六
世
の
法
孫
で
あ
る
。
始
め
寓
壽
寺
に
佳
し
、
元
世
宗
の
勅
を
奉
じ
て
、
屡
、
内
殿
に
封
御
し
て
檸
要
を
説
き
、
至
元
十

八
年

十
月
、
聖
旨

に
慮
じ
て
、
欄
忠
寺
に
於
て
老
子
道
徳
経
を
除
く
籐
の
道
藏
経
を
焼
殿
し
た
事
蹟
は
、
群
適

の
辮

儒
録
第
七
を
初
め
、

佛
組
歴
代
通
載
第
三
、
第
三
+
三
、
四
等
と
、
績
繹
氏
稽
古
略
第

一
、
五
燈
嚴
統
第
+
四
等
に
見

へ
て
居
る
、
從
倫

の
序

に
依
る
に
、
臨

濟
組
師
、
正
法
眼
を
以
て
浬
彙
の
心
を
明
ら
め
、
大
智
大
慈
を
興
し
、
大
機
大
用
を
運
ら
し
、
棒
頭
嘱
下
、
凡
惰
を
鋼
絶
す
。
電
禦
し
星

馳
す

、
卒
に
構
副
し
難
し
、
乃
至
、
天
下
の
英
流
仰
謄
せ
ざ
る
は
莫
し
、

一
宗

の
組
た
る
こ
と
、
理
の
當
然
な
り
と
云
い
、
次
で
雪
堂
の

本
録
刊
行
に
至
る
苦
心
を
叙
し
て
、
「
今
総
統
雪
堂
暉
師
、
乃
臨
濟
十
八
代
孫
、
河
北
江
南
遍
尋
二
是
録

一、
偶
至
二籐
杭
一得
・獲
二是
本
一、

如

=貧
得
ウ寳
。
似
二暗
得
ウ燈

踊
躍
漱
呼
、
不
レ勝
二感
激
一

途
捨
二長
財
一、

繍
レ梓
流
通
、

俵
二施
諸
刹
一、

此

一
端
奇
事
、

窪
千
載
一難
ゾ

逢
」
と
述
べ
て
居
る
。
宗
演
重
開
の
後
、
僅
に

一
百
八
十
鯨
年
に
し
て
、
そ
の
刊
本
ま
さ
に
人
間
を
逸
せ
ん
と
す
。
雪
堂
灘
師
護
法
の
悲

願
、
眞
に
欽
仰
に
堪

へ
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
雪
堂
輝
師
は
、
北
山
居
士
郭
天
錫

の
序

に

「
今
雪
堂
大
弾
師
、
臨
濟
十
八
代
嫡
孫
、
瑛
耶
第

十
世
的
派
、
王
臣
奪
禮
、
縞
素
饗
慕
し
と
見

へ
、
灘
師
三
世
の
法
孫
五
峰
普
秀
は
、
そ
の
序
中
に
、
灘
師
の
法
豚
を

詳
読
し
て
、
臨
濟
祀

臨
濟
録
の
成
立
に
關
す
る
書
誌
學
的
考
祭

冒

九

.



輝

學

硯

究

一
〇

.

●

な

ぺ

師
六
傳
し
て
溌
陽
大
宗
師
に
至
る
。
溌
陽
下
に
六
大
奪
宿
を
出
す
。

曰
く
慈
明
の
圓
、
瑛
珊
の
畳
等
な
り
、
圓
は
楊
岐
の
會
に
傳

へ
、
會

は
白
雲
の
端
に
傳

へ
、
端
は
五
組
の
演
に
傳
ふ
。
演
は
佛
果

の
勤
、
佛
鑑
、
天
目
の
齋

に
傳
ふ
。
佛
果
は
虎
丘
の
隆
、
大
慧

の
果
に
傳
ふ
。

ほ

虎
丘
は
慮
蕃
}の
華
に
傳

へ
、
華
は
密
蕎

の
傑
に
傳

へ
、
傑
は
松
源
の
岳
に
傳

へ
、
岳
は
無
徳
の
通
に
傳

へ
、
通
は
虚
舟

の
度
に
傳

へ
、
度

は
径
山
虎
嚴

の
伏
に
傳
ふ
。
天
目
の
齊
は
汝
州
の
和
に
傳

へ
、
和
は
竹
林
の
寳
に
傳

へ
、
寳
は
竹
林
の
安
に
傳

へ
、
安
は
竹
林
の
海
に
傳

ふ
。
海
は
慶
壽

の
璋
、・
白
澗

の
一
、
飯
雲
の
宣
に
傳
ふ
。
宣
は
不
山
の
亮
に
傳
ふ
。
白
澗
の

一
は
沖
虚
の
肪
、
獺
牧

の
飯
に
傳
ふ
。
慶
壽

の
璋
は
海
雲
大
宗
師
、
竹
林

の
舜

に
傳
ふ
◎
舞
は
龍
華
の
恵

に
傳
ふ
。
海
雲
は
可
蕎
の
朗
、
龍
宮
の
玉
、
願
蕎
の
儂

に
傳
ふ
。
可
蕎
は
太

傅
の
劉
文
貞
公
、
慶
諄
の
満

に
傳
ふ
。
龍
宮
の
玉
は
大
名
の
海
に
傳
ふ
。
顧
蕎
は
慶
壽

の
安

に
傳
ふ
。
瑛
琳
の
畳
は
湯
潭
の
月
に
傳
ふ
。

月
は
毘
陵

の
眞

に
傳

へ
、
眞
は
白
水
の
白
に
傳

へ
、
白
は
天
寧
の
黛

に
傳

へ
、
蕪
は
慈
照
の
純
に
傳

へ
、
純
は
鄭
州

の
寳

に
傳

へ
、
寳
は

竹
林

の
藏
、
慶
壽
の
亨
、
少
林
の
鑑
に
傳

へ
、慶
壽

の
亨
は
東
}十
の
沐
、大
原
の
昭
に
傳
ふ
。
少
林
の
鎌
は
法
王
の
通

に
傳

へ
、
通
は
安
閑

の
畳

に
傳
ふ
。
畳
は
南
京
の
智
、
畠西
蕎

の
寳

に
傳
ふ
。
南
京
の
智
は
壽
峰

の
湛
に
傳

へ
、
西
蕎
の
轡
は
雪
堂
の
仁
に
傳
ふ
。
雪
堂
は
乃
ち

臨
濟

十
八
世
の
孫
な
り
、
門
庭
孤
峻
、
機
辮
縦
横
な
ら
ぎ
る
莫
し
、
倶

に
是
れ
克
家
子
孫
、
燈

々
綾
焔
直
に
如
今
に
至
る
、
謂
つ
可
し
源

清
う
し
て
流
長
し
と
、
こ
れ
こ
の
謂
な
り
と
見

へ
、
碧
巖
集
の
後
序

の
中
、
元
の
仁
宗
の
延
鮪
四
年
、
径
山

の
希
陵
虚
谷

の
後
序

に
、
隅

中

の
張
明
遠
居
士
が
、
偶
ま
爲
本
の
碧
巖
集
と
、
雪
堂
の
刊
本
及
び
蜀
本
の
碧
巖
集
を
得
、
託
舛
を
校
訂
し
て
此
の
書
を
刊
行
し
以
て
萬

古

に
流
通
せ
し
む
と
見

へ
る
雪
堂
檸
師
で
あ
る
。
臨
濟
録
を
初
め
碧
巌
集
そ
の
他
の
暉
書
の
刊
行
に
、
幾
多
の
行
跡
を
残
し
た
奪
宿
な
り

.
と
推
せ
論

る
。
難
蠕
馨

簾
鰹
籍
㌻
獲
瓢
覇
厳
贈
癒
繋
禁
隷
驚
笠
て

雪
堂
騨
師
の
開
版
本
は
、
林
泉
老
人
從
倫
は
、
「
河
北
江
南
遍
く
是
の
録
を
竈
ね
、
偶
ま
除
杭
に
至
つ
て
此
の
録
を
獲
る
こ
と
を
得
」
と

傳

へ
、

一
鷹
は
馬
防
の
序
を
有
す
る
宗
演
の
重
開
本
を
得
た
と
も
考

へ
得
る
が
、
叉
別
に
善
爲
の
本
を
得
た
と
も
考

へ
得
る
。
若
し
宗
演

軍
開
本
を
更
に
新
板
流
行
し
た
も

の
と
す
れ
ば
、
雪
堂
刊
本
に
も
當
然
馬
防

の
序
を
附
し
、
新
に
林
泉
老
入
と
郭
天
錫
の
二
序
を
加

へ
て

刊
行
、
そ
の
後
雪
堂
三
世
の
孫
五
峰
普
秀
の
時
、
更
に
新
に
製
序
添
加
し
て
即
ち
四
序
を
附
し
た
臨
濟
録
の
刊
行
を
見
た
と
も
推
し
得
る



が
偶
ま
鯨
杭
に
至
つ
て
此
録
を
獲
る
こ
と
を
得
た
此
録
は
、
宗
演
重
開
本
に
非
す
し
て
善
爲
の
本
な
り
し
と
せ
ば
、
恰
も
碧
巖
集
の
板
行

者
張
明
遠
が
、
偶
ま
善
爲
の
本
を
獲

て
雪
堂
の
刊
本
及
び
蜀
本
を
以
て
託
舛
を
校
訂
し
て
刊
成
す
る
に
至
り
し
如
し
と
考

へ
ら
れ
、
然
る

時
は
馬
防

の
序
は
或
は
歓
乏
と
も
推
せ
ら
れ
る
。
大
正
新
修
大
藏
経
諸
宗
部
牧
録

の
臨
濟
録
校
訂
に
用
い
た
諸
本
中
、
明
本
古
酋
丁宿
語
録

所
牧
本
と
宮
内
省
岡
書
寮
所
藏
本
並
に
大
谷
大
學
所
藏
の
慶
安
二
年
版
に
は
馬
防

の
序
を
訣
い
て
居
届
亡
と
は
、
雪
堂
刊
本
を
底
本
と
し

ま

た
理
由
に
基
く
も

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
鎗
に
し
て
も
更
に
別
に
問
題
が
あ
る
。
郭
天
錫
の
序
に
依
る
と
、
「
毎
に
恨
ら
む
。
臨

濟

の

一
言

一
句
、

日
棒

一
喝
、
参
承
諮
訣
、
升
堂
入
室

の
語
録
、
未
だ
大
に
嚢
明
せ
す
、
梓

に
刻
し
て
流
行
す
」
と
序
し
、
三
世
の
孫
五
峰
普

秀
の
序
中
に
は
、
【藪

に
総
統
雪
堂
和
省
、
巴
歌
唱

へ
て
和
す
る
も
の
寡
き
を
閥
れ
み
、
雪
曲
を
弾
じ
て
磨
す
る
も
の
稀
れ
な
る
を

嘆

げ

く
、
語
録
交
を
訣
き
、
叢
林
見
る
こ
と
牢
れ
な
り
、
途
に
繹
子
に
労
求
し
て
斯
の
文
を
再
び
す
。
板
に
鍍
し
以
て
廣
く
流
通
し
、
参
玄
を

し
て
受
用
を
得
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
弘
く
祀
道
を
揚
げ
、
裕
く
後
昆
に
垂
る
、
棒
頭
嘱
下
、
須
ら
く
石
火
電
光
を
明
か
に
す

べ
し
。
正
案

傍
提
、
眉
毛
鼻
孔
を
顧
み
る
こ
と
を
要
す
。
其
の
他
の
機
縁
備
ざ
に
前
録

に
載
す
。
再
奉
す
る
を
勢
せ
す
」
と
叙
す

る
鮎
に
就

て

父
あ

る
。

文
意
珈
か
明
瞭
を
訣
く
も
の
が
あ
る
が
、
或
は
雪
堂
刊
本
は
、
林
泉
老
人
の
序
に
、
「
鯨
杭
に
至
つ
て
此
録
を
獲

る
こ
と
を
得
」
た

一

本
の
臨
濟
録
を
得
、
そ
れ
を
中
軸
核
心
と
し
て
、
遍
く
繹
子
に
募
求
し
て
新
に
資
料
を
蒐
集
整
理
し
、
ヒ
エ
に
普
通

の
現
流
本
臨
濟
録
に

見
る
が
如
き
臨
濟
録
を
な
す

に
至
り
し
も
の
に
は
非
る
か
。

以
上
こ
れ
を
要
約
す
る
に
、
凡
そ
臨
濟
大
師
の
語
録
は
、
南
宋
　環
保
大
十
年
、
臨
濟
滅
後
八
十
鯨
年
、
齢
、
笏
の
二
上
座
に
依
り
て
祀

堂
集

が
編
纂
せ
ら
れ
た
當
時
は
、
臨
濟
大
師
の
廣
録
が
存
し
、
そ
れ
が
林
泉
老
人
當
時
、
印
ち
元
代
ま
で
知
ら
れ
居
り
、
景
徳
傅
燈
録
は

そ
れ
よ
り
脱
化
せ
し
な
る
べ
き
こ
と
、
そ
れ
等
を
母
盤
と
し
て
、
宗
演
重
開
本
と
、
雪
貸
、
圓
悟
、
宏
智
等
所
覧
本

と
、
天
聖
廣
燈
録
並

に
萬
暦
版
臨
濟
録
系
統

の
一
本
と
、
弾
林
類
聚
並
に
虚
堂
智
愚
輝
師
所
覧
の

一
本
と
、
古
奪
宿
語
録
並
に
四
家
語
録
所
牧
本
及
び
普
通
流

通
の
臨
濟
録
と
の
勘
く
と
も
系
統
を
異
に
し
た
五
種
の
略
録
云
は
貸
語
要
と
で
も
稻
す

べ
き
も
の
を
存
し
、
考

へ
や
う
に
依
つ
て
は
、、
雪

堂
刊
本
は
又
別
系
統
に
屡
し
、
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
と
稻
せ
し
も
の
工
如
く
、
若
し
然
り
と
せ
ば
略
録
に
は
、
総
じ
て
六
種
の
系

臨
…濟
始録
の
成
立
に
關
す
る
堂
臼誌
學
的
考
放弧

一
一
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統
あ
り
、
普
通
現
流
の
臨
濟
録
は
、
そ
の
中
,の

一
種
か
と
考
へ
ら
れ
る
と
い
ふ
に
蘇
す
る
。

な
ほ
こ
れ
に
就
て
、
現
在
我
が
國
で
普
通

一
般

に
行
は
れ
て
居
る
臨
濟
録

の
刊
本
に
就
て
、

一
磨
の
瞥
見
を
輿

へ
て
置
く

の
必
要
を
感

す
る
。
そ
れ
は
其
の
流
行
の
系
統
を
明
か
に
す
る
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

我
が
國

へ
の
臨
濟
録
の
傳
來
は
、
何
れ
の
時
代
に
何
人
に
依
り

て
初
傳
せ
ら
れ
し
や
は
、
徴
す

べ
き
何
等

の
文
獄
を
も
有
し
な
い
が
、

恐
く
は
輝
宗
渡
來

の
初
期

に
於
て
、
何
人
か
に
依
り

て
早
く
も
既
に
將
來
せ
ら
れ
た

こ
と
で
あ
ら
う
と
推
せ
ら
れ
る
。
聖

一
國
師
將
來
の

経
論
章
疏
祀
録
儒
書
筆

簸

す
る
東
璽
寸
曝

纂

蒼

鷺

す
喬

寺
第
芙

世
大
道
一
以
輝
師
謬

癬

手
澤
の
普
門
院
経
論
章

疏
語
録
薯

管

録
旙

殊

を
槍
す
る
と
、
各
種
の
経
論
纏

を
初
め
、
内
外
の
典
籍
三
百
三
+
九
部
一
千
馨

を
録
載
す
る
中
、
輝

籍
と
し
て
は
、
景
徳
傅
燈
録

一
部
三
十
冊
を
初
め
、
廣
燈
、
績
燈
、
普
燈
、
聯
燈
、
五
燈
會
元
等
の
各
種
の
傳
燈
録
よ
り
、
雪
貰
明
畳
語

黄
龍
四
家
語
、
宏
智
録
、
石
難
録
、
圓
悟
録
等
の
諸
奪
宿
の
語
録
激
十
部
の
多
き
を
録
載
す
る
に
係
ら
す
、
臨
濟
録

の
録
載
を
訣
く
は
注

意
さ
る
べ
き
こ
と
で
あ
ら
う
。
併
し
臨
濟
録
が
多
少
の
差
違
を
存
す

る
と
は
云

へ
、
天
聖
廣
燈
録

一
部
三
十
冊
中
、
第
十
、
第
十

一
の
爾

冊
に
牧
載
さ
れ
て
居
る
事
實
よ
り
推
し
て
、
こ
れ
に
依
り

て
臨
濟
大
師
の
行
實
行
履
や
機
縁
語
句
が
明
ら
め
得
ら
れ
た

で
あ

ら

う

こ
と

は
、
言
を
侯
た
ぎ
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
況
ん
や
各
種
の
傳
燈
録
を
初
め
、
僑
寳
傳
、
佛
法
大
明
録
、
大
光
明
藏
等

の
傳

へ
ら
る
瓦
あ
る

に
於

て
を
や
で
あ
る
。

我

が
國
に
於
け
る
臨
濟
録

の
刊
行
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
元
慮
二
年
九
月
、
妙
秀
に
依
り

て
刊
行
さ
れ
、
鍍
板
を
東
山
建
仁
寺
鮮
雲
蕎
に

施
入
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
初
刊
と
す
る
。
馬
防
の
序

一
紙
の
外
三
十
五
紙
あ
り
、
「
佛
祀
正
宗
貴
久
流
傅
、
因
叢
此
録
板
捨
二入
鮮
雲
蕎
一、

時
元
鷺

墨

陽
日
、
小
比
丘
妙
秀
」
の
刊
記
を
有
す
る
。
鮮
雲
霞

開
山
相
良
永
麟

簾

権

蕾

一
惨薗

師
の
神
足
無
董

縁
智

の
法
嗣
で
あ
る
。

一
山
國
師
は
、
元
史
第
二
十
、
一
山
國
師
は
元
史
第
二
十
、
一
山
國
師
妙
慈
弘
濟
大
師
行
業
記
等
に
徴
す
る
と
。
元
の
成



宗
の
大
徳

二
年

三
月
、
大
師
の
徽
號
を
賜
り
て
、
江
漸
繹
教

の
総
統
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
翌
年
三
月
、
修
好
の
詔
書
を
齎

し
て
來
朝
、
丈
保

元
年

十
月
示
寂
、
妙
秀
開
版
の
元
鷹
二
年
は
、
國
師
の
寂
後
四
年
目
で
あ
る
。
江
漸
繹
敏
の
紹
統
に
任
し
た
大
徳
二
年

は
、
郭
天
錫
が
雪

堂
刊
本
の
序
を
製
し
た
年
で
あ
る
か
ら
、
國
師
が
そ
の
初
刊
の

一
本
を
入
手
將
來
さ
れ
た
で
あ
ら
う

こ
と
は
容
易
に
想

像
し
得
ら
れ
る
と

思
ふ
。
併
し
こ
の
理
由
を
以
て
妙
秀
開
板
の
臨
濟
録
は
、
雪
堂
本
を
覆
刻
し
た
も

の
、
又
は
底
本
と
し
た
も
の
と
速
断
す
る
は
、
恐
ら
く

は
早
計
で
あ
ち
う
。
蓋
し
そ
れ
が
林
泉
老
人
從
倫
及
び
郭
天
錫

の
序
を
有
せ
ぎ
る
の
み
に
非
す
、
却

つ
て
馬
防

の
序
を
有
す
る
か
ら
で
あ

る
。
宣
和
二
年
の
宗
演
重
開
の
臨
濟
録
が
、
何
人
か
に
依
り
て
將
來
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
覆
刻
叉
は
底
本
と
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

つ
い
で
後
醍
醐
天
皇
の
嘉
暦
四
年
、
比
丘
尼
道
讃
に
依
つ
て
重
刊
を
見
る
。
此
年
八
月
改
元
を
見
、
元
徳
元
年
と
號
し
た
が
、
刊
記
に

は
次

の
如
く

「
伸
秋
日
」
と
見

へ
る
か
ら
、
八
月
十
五
日
以
前
に
出
來
た
も

の
で
あ
ら
う
。
刊
記
に

「
這
箇
冊
子
者

、
當
年
臨
濟
輝
師
、

巧
作

白
拮
賊
家
具
子
也
。
今
五
百
年
後
有
二見
孫
比
丘
尼
一。
印
開
流
通
而
誰
レ之
者
、
且
道
、
是
直
レ躬
者
邪
、
是
不
レ直
レ躬
者
邪
、
具
眼

勝
流
垂
⊃鑑
察

焉
。
嘉
暦
己
巳
仲
秋
日
、
比
丘
尼
道
讃
謹
識
」
と
あ
り
、
道
誰
比
丘
尼
は
、
こ
の
前
年
帥
ち
嘉
暦
三
年

の
塞
食
日
即
ち
冬

至
よ
り

一
百
三
十
日
に
當
る
日
に
比
丘
尼
如
澤
が
蹟
丈
を
識
し
た
圓
悟
心
要
を
開
版
し
た
人
で
、
帥
ち
蹟
文
に

「
道
讃
大
姉
、
佛
果
老
人

の
心
要
を
鐘
す
」
の
語
が
見

へ
る
、
道
誰
本
は
初
刊
の
後
五
十
六
年
目
、
後
小
松
天
皇
の
至
徳
元
年
、
帥
ち
後
魑
山
天
皇
の
元
中
元
年
に

比
丘
可
説
に
依
り

て
、
更
に

「
金
山
侍
香
寮
之
公
用
、
至
徳
元
年
閏
九
月
十
六
日
、
可
説
置
焉
」
の
刊
記
を
添

へ
て
重
刊
せ
ら
れ
た
。
何

れ
も
馬
防
の
序
を
安
し
て
、
林
泉
老
人
、
郭
天
錫
及
び
五
峰
普
秀
の
序
を
訣
ぐ
、
恐
く
は
圓
畳
宗
演
に
依
る
重
開
本

の
系
統
に
屡
す
る
故

で
あ
ら
う
。
後
土
御
門
天
皇
の
延
徳
三
年
に
季
恭
居
士
に
依
つ
て
鐘
板
せ
ら
れ
濃
州
慧
那
郡
の
漿
藥
山
正
法
寺
の
栖
雲
院
に
施
入
せ
ら
れ

た

一
本
も
、

宗
演
重
開
本
に
依
り
し
も

の
で
あ
る
。

刊
記
に

「
延
徳
三
年
辛
亥
八
日
十
五
日
、

季
恭
居
士
、
鍍
梓
捨

入
濃
之
正
法
栖
雲

、院
し
と
見

へ
、
こ
の
版
は

「
寛
永
十
四
年
丁
丘
正
月
十
日
」
に
重
開
さ
れ

て
居
る
。
林
泉
老
人
等
の
三
序
を
有
す
る
雪
堂
刊
本
は
、
「
永
享

九
年

八
月
十
五
日
、
板
在
法
性
寺
東
経
所
」
の
刊
記
を
有
す
る
永
享
刊
本
を
以
て
始
見
と
す
る
。
永
享
は
後
花
園
天
皇

の
御
宇
、
「
住

幅

州
鼓

山
圓
畳
必
萄
宗
演
重
開
」
の
刊
記
を
訣
く
は
重
覗
す
べ
く
、
雪
堂
刊
本
を
底
本
と
し
た
た
め
で
あ
ら
う
。

臨
濟
録
の
成
立
に
關
す
る
書
誌
學
的
考
察

一
三

顧
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一
四

終
り
に
萬
暦
版
臨
濟
録
は
、
馬
防
の
序
を
訣
き
、
絡
始
三
十
七
紙
、
十
行
二
十
字
詰
本
に
し
τ
、
「肝
江

一
如
居
士
左
口
口
施
貨
鍍
板
、

楚
漸
唯
心
居
士
哀
世
振
助
刻
、
肝
江
彰
池
居
士
黄
承
試
同
校
、
萬
暦
丁
未
佛
成
道
日
金
華
洞
天
識
」
と
四
行
に
作
り
て
刊
記
あ
り
、
萬
暦

丁
未

は
明
神
宗

の
萬
暦
三
十
五
年

に
し
て
、
我
が
後
陽
成
天
皇
の
慶
長
十
二
年
で
あ
る
。
清
朝
に
入
り
宣
宗
の
道
光
二
十
二
年
重
刊
、
巻

頭
扉
裏
に
、
「
道
光
壬
寅
年
清
和
月
重
刊
」
、
巻
頭
扉
裏
に
、
「道
光
壬
寅
年
清
和
月
重
刊
、
版
存
杭
城
昭
慶
寺
大
字
経

房
」
と
題
し
、
「
板

存
杭
省
鋳
塘
門
外
昭
慶
寺
大
字
経
房
流
通
」
の
刊
記
が
見

へ
る
。

'
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